
２．募集方法　　窓口提出、郵送、ファクシミリ、電子メール

３．閲覧方法　　・市ホームページ掲載

４．意見の件数　　２７件（１１名）

５．意見の反映状況

区分 件数

Ａ 1

Ｃ 5

Ｄ 0

Ｅ 7

27

６．提出された意見の要旨及び考え方

番号 町名 年齢 性別 区分
総計
と

重複

・今後、検討していくもの

・反映が困難なもの

・その他

2

　すでにある産業の支援や企業
誘致に力を入れているが、創業
や起業など、地元から新たなし
ごとを生み出す政策が弱いと思
う。
　地域の経済が元気になるよう
に、地元の資源を生かして、新
たなしごとが次々生まれるよう
なしくみを考えてほしい。

Ｂ

　地元の資源を生かした新たなしごと
づくりにつきましては、総合戦略の2
～3ページ、「ア　創業支援の推進」
において、創業者に対する包括的な相
談対応を行っていく「①創業者に対す
る経営アドバイス等の支援」に盛り込
んでいます。また、創業者の資金調達
や利子の助成、保証料の補給を行い、
新たなしごとづくりを進めていく「②
創業者の資金調達の円滑化」に盛り込
んでいます。
　総合戦略の7ページ、「ウ　本市で
の人材育成、雇用対策」において、女
性の起業について学ぶ場を設定し、起
業しやすい体制を整える「④起業及び
再就職を希望する女性に対するきめ細
かな支援等」に盛り込んでいます。

意見要旨 考え方

1

　市役所前にもかかわらず、閑
散としたアーケード街につい
て、現状認識と再生の意志があ
るのか。具体的な施策があまり
見えない。
　官民一体となった開発と再生
策を原案にプラスして再構築さ
れることを期待する。

Ｂ

　アーケード街の活性化につきまして
は、諫早市まち・ひと・しごと創生総
合戦略の26ページ、「イ　市街地にお
ける活力ある経済・生活圏の形成」に
おいて、多彩なイベントの開催や、商
店街を中心として行われる様々な市民
活動を支援し、賑わうまちづくりを推
進する「①中心市街地の活性化（賑わ
うまちづくり）」に盛り込んでいま
す。

Ｂ 14

「諫早市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」に対するパブリックコメントの募集結果について

　　　　　　　　・市政策振興部企画政策課及び地方創生室（本館６階窓口）

　　　　　　　　・各出張所（窓口）

　　　　　　　　・各支所地域総務課（窓口）

対応内容

・案に修正を加え反映させたもの

・案にすでに盛り込まれているもの
・案の考え方や姿勢に合致し、今後、具体的な対策を遂行する中で反映していく
もの

１．募集期間　　平成２７年１２月２５日（金）から平成２８年１月１４日（木）まで（２１日間）

〇- - 男

- - 男
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6

　映画館やボウリング場などの
遊べる場所がほしい。
　将来、諫早に住みたいので、
もっと良くなってほしい。

Ｃ
　今後、具体的な取組を検討するうえ
で、参考にさせていただきます。

7

　各重要業績評価指標（ＫＰ
Ｉ）がよくわからない。実績が
平成２５年度や２６年度だった
り、実績がない分もある。統一
する必要があるのではないか。
評価指標の計上根拠が説明でき
ないのではないか。

Ｃ

　各重要業績評価指標（ＫＰＩ）につ
きましては、総合戦略は毎年検証を
行っていくなかで、必要に応じて見直
しを行っていきたいと考えています。

4

　多くの店が入っている大型商
業施設がほしい。今は、わざわ
ざ他所に行かないといけないの
で、非常に不便である。

Ｂ

　大型商業施設の誘致につきまして
は、総合戦略の6ページ、「ウ　本市
での人材育成、雇用対策」において、
適地への立地促進を図っていく「①企
業誘致活動の強化による雇用創出の促
進」に盛り込んでいます。

5

　今、公共交通機関を利用する
と、１時間に１本ほどしか電車
やバスがなかったりするので、
もっと便数を増やしてほしい。

Ｂ

　公共交通機関の利便性については、
総合戦略の25ページ、「ア　市街地近
隣・中山間地域等における活力ある経
済・生活圏の形成」において、公共交
通機関の乗降客数調査に基づく住民
ニーズに合った路線再構築の検討を進
め、利用促進につなげていく「②暮ら
しやすい地域のための交通ネットワー
ク整備」に盛り込んでいます。

高
来

16 男

小
長
井

- 男

3

高齢者をはじめ、障害者や子ど
も、子育て世帯など地域内にお
いて「何かのケア」を必要とす
る全ての人を対象とした、人が
可能な限り住み慣れた地域で自
分らしい暮らしを人生の最後ま
で続けることができるよう医
療・介護・予防・住まい・生活
支援が包括的に確保される地域
包括ケアシステムの実現に向け
た基盤の整備を進め、安心な暮
らしの確保を図ってほしい。

Ｂ

　御意見のとおり、全ての人を対象と
した安心な暮らしの確保は重要なこと
と考えます。現在、全国的に進められ
ている「地域包括ケアシステムの構
築」については、団塊の世代が後期高
齢者となる平成３７年を見据え、まず
は高齢者を中心としたまちづくりを進
めようとするものです。したがいまし
て、市としては、まずは高齢者を中心
としたシステムづくりを進めていくこ
ととし、障害者や子育て世帯への対応
は、別の施策の中に記載しています。

　障害者への支援につきましては、総
合戦略の28ページ「ウ　地域における
安全・安心な暮らしの確保」におい
て、すべての人が安心して暮らせるバ
リアフリーのまちづくりを進める「④
公共施設等のバリアフリー化の推進」
に盛り込んでいます。

　子ども、子育て世帯への支援につき
ましては、総合戦略の17ページ、妊娠
から子育てにわたる様々な相談支援を
行う「イ　妊娠・出産・子育ての切れ
目のない支援」に盛り込んでいます。

日
の
出

- 男
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12

　買い物も大村市に行くことが
多いので、諫早市にも大型施設
をつくって市内で買い物ができ
るようになればいいと思う。

Ｂ

〈Ｎｏ．４と同様〉
　大型商業施設の誘致につきまして
は、総合戦略の6ページ、「ウ　本市
での人材育成、雇用対策」において、
適地への立地促進を図っていく「①企
業誘致活動の強化による雇用創出の促
進」に盛り込んでいます。

10
　適齢期の男女がめぐり合う場
を設けることを市が積極的に取
り組んでもらえればと思う。

Ｂ

　適齢期の男女がめぐり合う場につき
ましては、総合戦略の17ページ、「ア
若い世代の経済的安定と結婚につなが
る場の創出」において、若い男女の多
様な出会いの場を創出する民間団体の
活動を支援する「③結婚につながる出
会いの場を創出する民間団体の活動支
援」に盛り込んでいます。

11

　結婚後は格安で市営住宅を提
供したり、子どもが産まれたら
経済的な支援もあれば、市に定
住しやすくなると思う。

Ｃ

　子育て家庭への支援につきまして
は、総合戦略の18ページ、「ウ　子ど
も・子育て支援の充実」において、多
子世帯の「保育料の軽減」や医療費の
一部を支給する「子ども医療費助成事
業」などで支援していく「①子育て家
庭の経済的負担の軽減」に盛り込んで
います。
　また、今後も市営住宅においては、
新婚世帯、子育て世帯入居の優遇措置
を継続していきます。
　なお、家賃については、法に基づき
収入に応じた金額となっています。

8

　国道３４号線の多良見町あた
りには飲食店が少なく、皆、他
市へ行っている。大型商業施設
は２つ以上は必要。県央の立地
を活かして他市から人を呼び込
むことが求められるのではない
か。

Ｂ

〈Ｎｏ．４と同様〉
　大型商業施設の誘致につきまして
は、総合戦略の6ページ、「ウ　本市
での人材育成、雇用対策」において、
適地への立地促進を図っていく「①企
業誘致活動の強化による雇用創出の促
進」に盛り込んでいます。

9
　バーベキュー場や屋根付きの
運動施設などもあったら、人を
呼び込めると思う。

Ｂ

　人を呼び込む施設につきましては、
総合戦略の12ページ、「エ　多様な
ツーリズムによる新しいひとの流れの
喚起」において、新たなスポーツ拠点
施設の整備による交流人口の拡大を
図っていく「①スポーツツーリズムに
よる交流人口の増加促進」に盛り込ん
でおり、今後、具体的な取組を検討す
るうえで、参考にさせていただきま
す。

小
川

62 男

多
良
見
木
床

72 男
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16

　バスの路線図や料金体系がわ
かりにくいので、バスを使いた
い気持ちがあっても選択肢にあ
がらない状態である。

Ｅ
ご指摘がありましたバスの路線図や料
金体系がわかりにくいとのことにつき
ましては、関係事業者へ連絡します。

17
　全体的にＫＰＩの数値が低い
ように思う。もう少しチャレン
ジする姿勢がほしい。

Ｃ
　総合戦略は毎年検証を行っていく中
で、必要に応じて見直しを行っていき
たいと考えております。

14

　シティプロモーションについ
ては、他人任せという感じがす
る。
　諫早市として情報発信すると
いう意識が不足していると思
う。観光協会だけでなく自治会
などの団体と連携して、情報を
発信していくしくみが必要と思
う。

Ａ

　シティプロモーションにつきまして
は、総合戦略の13ページ、「カ　本市
の魅力発信の強化」①「諫早市シティ
プロモーション戦略」の推進におい
て、「多様な関係者、団体等と連携
し、」と文言を追加しました。

※下線の文言を追加

15

　子ども・子育て支援について
は、親になる人達に向けた支援
を早い段階でお知らせしていく
ことも必要だと思う。いまある
制度がわかりにくいので不安で
ある。また、虐待などへの予防
策も必要と思う。

Ｂ

　子ども・子育て支援につきまして
は、総合戦略の17ページ、「イ　妊
娠・出産・子育ての切れ目のない支
援」において、妊娠から子育てにわた
る母子保健や育児に関する様々な悩み
等に対応するため、保健師や助産師な
どが専門的な見地から相談支援を行う
「①子育て世代包括支援センターによ
る支援」に盛り込んでいます。
　総合戦略の19ページ、「ウ　子ど
も・子育て支援の充実」において、乳
幼児から思春期の児童・生徒を持つ親
が子育ての楽しさを感じられるような
取組を進める「②市こどもの城を中心
とした子育てに関する心理面での支援
等」に盛り込んでいます。
　また、総合戦略の21ページ、「⑥子
育て家庭への多様な支援」において、
子育て家庭に対し、本市の特色ある支
援策や必要な手続きなどに関して分か
りやすい情報発信を行うため、パソコ
ンやスマートフォン等のモバイル端末
でも利用できる子育て情報ウェブサイ
トを整備していきます。

13

　農作物のブランド化は、唐比
レンコンや飯盛じゃがいもな
ど、旧町ごとに少なくとも一つ
以上はあったほうがよいので
は。旧市のものもあったほうが
よいと思う。

Ｂ

　農作物のブランド化につきまして
は、総合戦略の3ページ、「イ　地域
産業の競争力強化（分野別取組）」に
おいて、消費者ニーズに対応した農水
産物の新たなブランド化に向けて、販
売から消費までの取組等を支援してい
く「①農水産物のブランド化とＰＲの
推進」に盛り込んでおり、今後、具体
的な取組を検討するうえで、参考にさ
せていただきます。

- 40代 男 〇
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24

　ドーナツ化現象で郊外に大き
な店が出来て、中心部が空洞化
してひっそりとしている。
シャッター通りに何とか手を
打ってほしい。再開発に期待す
る。

Ｂ

　再開発につきましては、総合戦略26
ページ、「イ　市街地における活力あ
る経済・生活圏の形成」において、諫
早市栄町東西街区市街地再開発事業に
より整備される商業施設や新たな公共
空間を活用して実施する市民の多様な
ニーズに沿ったイベント等に対する支
援を行う「①中心市街地の活性化（賑
わうまちづくり）」に盛り込んでいま
す。

25

　パブリックコメントの用紙を
もっと簡単に手に入るように、
例えば市報などに折り込んでみ
てもよかったのではないか。

Ｅ
　ご意見を参考にさせていただきま
す。

22
　諫早から映画館が消えてし
まったのは寂しい。何とか復活
してほしい。

Ｃ
〈Ｎｏ．６と同様〉
　今後、具体的な取組を検討するうえ
で、参考にさせていただきます。

23

　パルファン前の商店は軒並み
シャッターが閉まっており寂し
く暗い感じがするので何とかな
らないか。

Ｂ

〈Ｎｏ．１と同様〉
　アーケード街の活性化につきまして
は、諫早市まち・ひと・しごと創生総
合戦略の26ページ、「イ　市街地にお
ける活力ある経済・生活圏の形成」に
おいて、多彩なイベントの開催や、商
店街を中心として行われる様々な市民
活動を支援し、賑わうまちづくりを推
進する「①中心市街地の活性化（賑わ
うまちづくり）」に盛り込んでいま
す。

20

　市役所前の中央広場に噴水が
あればいいなと思っていたが、
のんのこまつりが行われるため
難しいと思うが、そういう工夫
ができないかと思う。

Ｅ

　中央交流広場では、のんのこ諫早ま
つりをはじめ各種イベントが開催され
ていますので、噴水の設置によりイベ
ント開催に支障が出ると懸念されるた
め難しいと考えています。

21

　万灯川まつりで架けられる灯
りは、とてもキレイなのでその
日だけではなく、夜のスポット
として一年中架けておくわけに
はいかないか。

Ｅ
　今後、具体的な取組を検討するうえ
で、参考にさせていただきます。

18

　世界大会における内村選手の
大活躍に対して、もっと大胆に
人目に付く所に垂れ幕を掲げ、
内村選手や諫早をアピールして
良いのではないか。そうするこ
とによって街の活性化につなが
るのではないか。

Ｅ
　今後、具体的な取組を検討するうえ
で、参考にさせていただきます。

19

　眼鏡橋にある噴水を裏側では
なく、正面側の人目につくよう
な所に設置してはどうか。訪れ
る人が眼鏡橋だけでなく噴水も
楽しみに来るようであれば、
もっと人が増えるのではない
か。

Ｅ

　眼鏡橋の池については、裏側から表
側に向かって水が循環しており、噴水
はその循環水のために設置しているも
のです。
　現設置場所にご理解をお願いしま
す。

- - 男

- 5 -



26

　森山町に大型商業施設ショッ
ピングセンターを誘致してほし
い。今は愛野町、小野、有喜の
方に行っている。森山町につく
れば島原半島からも人が来る。

Ｂ

〈Ｎｏ．４と同様〉
　大型商業施設の誘致につきまして
は、総合戦略の6ページ、「ウ　本市
での人材育成、雇用対策」において、
適地への立地促進を図っていく「①企
業誘致活動の強化による雇用創出の促
進」に盛り込んでいます。

27

　市街化調整区域内の土地に医
院を建てようとしたら、医院は
建ててよいが住居はだめだと言
われ断念した人がいる。空き地
があるのに住めなければ、人口
は増加しない。都市計画の修正
をお願いする。

Ｅ

　現在、定住促進のため、市街化調整
区域における土地利用の規制緩和を
行っています。
　戸建住宅はもちろん、地域によりま
しては、アパートや福祉施設などの建
築も可能です。ご相談をいただければ
と思います。

森
山
本
村

73 女

高
来
水
の
浦

68 男
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